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OnTime for Microsoft について
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OnTime for Microsoft について１- 構成
• 構成するMicrosoft SQL Server Express

エディション、Apache Tomcat Serverはバンドルし
ています。ただし5000ライセンス以上など大規模利
用ではExpressのDBサイズ制限によりMicrosoft 
SQL Server は別のエディションを推奨します。

• 各サーバーソフトウェアのバージョン等について
― Tomcat はOnTimeのバージョン毎に脆弱性にも対応

した最新版にアップデートされます。
― Windows Server & SQL Server 

下部リンク先のシステム要件をご確認ください
• 使用TCP/IPポート

管理センター :8080 クライアント :80/443
• 必要とするスペックは日々の予定の作成更新数な

どご利用状況によって変わります。
• その他ハードウェア要件（OnTime占有分）

― 2GHz以上のIntel 互換プロセッサ
― 4GB以上のハードディスク
― 4GB以上のメモリ(8GB以上推奨)

• システム要件の詳細は以下リンク先をご確認ください。
https://ontimesuite.jp/forms/requirementsms/
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OnTime Desktop クライアント
Microsoft Outlook アドイン
Microsoft Teams アドイン
OnTime Mobile クライアント
OnTime 日程調整
OnTime ケータリング
OnTime 来訪者管理
OnTime Open API
カレンダーアーカイブ with OnTime

Azure AD
Office 365

Active Directory
Exchange

Azure AD
Office 365

Windows Server

SQL Server 2019

各種設定データ
カレンダーデータ

OnTime Services
Administration

Synchronisation

Apache
Tomcat
Server

OnTime API

Admin

Client

• OnTime for Microsoft は Windows Server 上の Microsoft SQLサーバーと
Apache Tomcatサーバー(OnTimeサービスを含む)の2つで構成されます。

― Microsoft SQLサーバー 各種設定や予定データのリアルタイムキャッシュを保持。
― Apache Tomcatサーバー ユーザー及び管理画面及びExchangeのデータ同期を処理。

• OnTime for Microsoft が稼働する Windows Server は Azure などクラウド上の
VMでもオンプレ内でもいずれで稼働させることもできます。次ページ参照。

• クライアント認証にはM365のSSO認証やメールによるワンタイムトークン認証を含む複
数の認証方法を選択できます。M365のSSO認証を利用する場合は次々ページ参照。

https://ontimesuite.jp/forms/requirementsms/


OnTime for Microsoft について２- 設置
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• サーバーの配置場所は、Azure VMなど各種クラウド環境でもオンプレ環境でもご利用用途に応じてご検討ください。
• 各種クラウド環境に配備に向いてる用途

外出先での利用/外部ネットワークからの接続利用が多い場合はAzureやAWS等のクラウドに設置してください。
例えばOnTime for Microsoft Teamsを外部から利用したい場合はクラウド環境への設置を推奨します。

• オンプレ環境に配備に向いてる用途
ゲートウェイ回線の帯域が狭い場合のレスポンス改善を目的としてキャッシュやプロキシーサーバーのように設置できます。
OnTimeサーバーをオンプレ環境に設置する場合で、外部ネットワークからも接続する必要があればVPN、リバースプロキシー
等による接続可能な環境に設置してください。

• その他にもExpressRouteやPROXYの利用も可能です。環境に応じてOnTimeサーバーの配置先をご検討ください。
• Microsoft環境への通信は以下のURLから始まるアドレスへ行います。 TCP ポート番号は 443 だけとなります。

Microsoft環境からOnTime方向へ接続してくる通信はありません。全てOnTimeから接続する通信だけです。
―Microsoft Graph 及び Microsoft Azure 向け

https://login.microsoftonline.com
https://graph.microsoft.com
https://portal.azure.com

―Microsoft Exchange Online 向け
https://outlook.office365.com

https://login.microsoftonline.com/
https://graph.microsoft.com/
https://portal.azure.com/
https://outlook.office365.com/


OnTime for Microsoft について３- 設置
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• OnTimeサーバーを稼働させるWindows ServerはActive Directory内のメンバーサーバーを推奨します。
• あくまでもセキュリティの観点からADのメンバーサーバーとしての構成を推奨しています。
• Exchangeとの同期はテナント毎に別途Graph接続の設定を行うので同じテナントである必要はありません。
• Windows統合認証(WebSSO)を利用する場合はそのADへの参加は必須です。

※Windows統合認証は端末にADユーザーがログインした情報をベースとしてSSOを実現するOnTime認証方式です。
• AD環境を準備できない場合はWORKGROUPサーバーとしてOnTimeサーバーを構築することも可能です。

• ワークグループ名は「WORKGROUP01」の様な簡易な名称ではなく組織を特定できるよう命名をしてください。
• セキュリティの観点からワークグループに所属するサーバーはOnTimeサーバーだけにしてください。

• 詳細はFAQの https://www3.ontimesuite.jp/userdomain/ を参照ください。
• Microsoft 365(Azure AD)のSSO認証を利用する場合はOnTimeサーバーにパブリックな認証局の証明書の

実装が必要です。
• SSO連携のためにはAzureADのエンタープライズアプリケーションの登録と設定が必要となります。
• 登録して実際に稼働させるためにはなりすまし防止のために自社サーバーであることを証明する必要があるからです。

https://www3.ontimesuite.jp/userdomain/


OnTime for Microsoft について４- Teams
• OnTime for Microsoft Teamsは標準ライセンスだけで以下の機能をご利用いただけます。

a. OnTime は証明書なしの標準構成だけで、イベント作成時に「Teams会議」を設定選択できるようになります。
b. Microsoft Teams内のチーム/チャネルのタブアプリとしてチャネルメンバーのスケジュールを表示できます。
c. Microsoft Teams内のアプリバー(レールバー) のアプリとしてOnTimeを利用できます。

• 上記 b. c. のようにMicrosoft Teams内でOnTimeを利用するには追加の設定が必要です。
1. OnTimeサーバーはTeamsからリダイレクト先として接続できる場所に存在する必要があります。
2. OnTimeサーバーはパブリックな認証局の証明書利用のhttps接続をクライアントから利用できる必要があります。
3. OnTimeサーバーはパブリックな認証局の証明書を利用して自社管理であることを証明する必要があります。
4. Teams管理センターで組織用アプリとしてマニュフェストを登録する必要があります。

• OnTime for Microsoft Teams設定の詳細は「Microsoft Teams連携設定マニュアル」を参照して設定し
てください。
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OnTimeとExchangeの準備
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Exchange側の設定と準備
• 同期対象について

• OnTime for MicrosoftをExchange OnlineやオンプレのExchangeと同期させる際に対象となるユーザー、
会議室、備品を選択する必要があります。
以下のどちらかを選択できます。

1. グループメールアドレスでの登録
• OnTimeでは配布グループ、メールが有効なセキュリティグループにて指定できます。
• グループを作成する際、「このグループをアドレス一覧に表示しない」のチェックは必ず外してください。

2. LDAPでの登録
• LDAPもしくはLDAPsによるADもしくはAzureADからの指定。
• Azure ADにLDAPs接続する場合はAzureAD DSが必須です。

※詳細は「ドメイン設定マニュアル」をご参照ください
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OnTimeサーバーの為に
「SQL Server」のインストール
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OnTime用SQL Serverサイレントインストーラーの
ダウンロードと展開

• OnTimeではバックエンドのデータストアとしてSQL Serverを
使用します。

• インストール作業はドメイン管理者でログインして行います。
ワークグループサーバーの場合もローカル管理者で実施してく
ださい。

• 簡易にインストールできるようサイレントインストール用スクリ
プトファイルを準備しています。以下のリンクからダウンロード
して展開してご利用ください。
展開場所はログインしたユーザーに依存しないフォルダで行
います。（例 E:¥OnTime）
http://file.ontimesuite.com/SQLExpress
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自社で準備したSQLを利用する場合は以下リンク先
のSQLセットアップマニュアルを参照してください。
https://ontimesuite.jp/data/pdf/OnTime-SQL-Server-
install-Manual-200403.pdf

http://file.ontimesuite.com/SQLExpress
https://ontimesuite.jp/data/pdf/OnTime-SQL-Server-install-Manual-200403.pdf
https://ontimesuite.jp/data/pdf/OnTime-SQL-Server-install-Manual-200403.pdf


(参考)SQL Serverをインストールするドライブの変更
• ScriptフォルダにはSQL Serverをサイレントインストールでき

るように各種cmdファイル、sqlファイルが準備されています。
• インストール先がAzure VMの場合はデータディスクはE:ドラ

イブ以降を推奨されていますのでインストール先を変更する
場合はパラメーターが記載されているコンフィギュレーション
ファイルの内容を変更する必要があります。

• インストールフォルダを変更したい場合はコンフィギュレーショ
ンファイルを変更してください。

• scriptフォルダを開きます。
• “ConfigurationFile.ini”ファイルをメモ帳などのテキストエ

ディタで開きます。
• エディタの検索機能を使用して３つの“C:¥”の箇所を“E:¥”

等のご希望のドライブに変更します。
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OnTime用SQL Serverのインストール
• SQL Serverのインストールは10分程度掛かるので先に実

施しておきます。

エクスプローラーを開き、展開したフォルダに移動します。

展開したフォルダ¥OnTime (silent)-MS SQL Server 10.1

“sql_express_full_setup.cmd”を選択します。
マウス右ボタンメニュー「管理者として実行」を選択します。
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SQL Serverのインストール画面

• スクリプトが実行されている画面が出てきますので閉じずに
そのままお待ちください。インストールが完了しますとコマンド
プロンプトは自動的に閉じますのでそのまま置いておきます。

• インストールは通常5分から10分程度で完了します。

インストールの確認画面(UAC画面)が開きますので「はい」を
クリックします。
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OnTimeサーバーのインストール
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OnTimeサーバーのインストール
• 実行したSQL Serverのインストールが完了していることを確

認します。

以下のリンクからプログラムをダウンロードします。
https://ontimesuite.jp/forms/downloads/

ダウンロードが完了すれば展開します。展開場所はログイン
したユーザーに依存しないフォルダで行います。
（例 E:¥OnTime）
展開後は展開したしたフォルダに移動します。
（例 E:¥OnTime¥OnTimeMS-x.x.x）

”install.cmd”ファイルを選択しマウス右ボタンメニューから管
理者として実行します。

インストールの確認画面(UAC画面)が開きますので「はい」を
クリックします。
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https://ontimesuite.jp/forms/downloads/


約１分程度のOnTimeインストール画面１
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• 以下のメッセージが表示されたらパスワードを
指定してエンターキーを押してください。
（初回のみ）
「Input your new administrator … 」

• 「Please type your administrator …」の
メッセージが表示されたら、再度同じパスワー
ドを指定してエンターキーを押してください。

• コマンドプロンプトが開きインストールバッチが
走り出します。

• 以下のメッセージが表示されたら
日程調整オプションをお持ちの場合

→ y と エンターキー
日程調整オプションをお持ちでない場合

→ n と エンターキー
「Do you want to enable pollarity? (y/n) :」



約１分程度のOnTimeインストール画面２
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• 以下のメッセージが表示されたら
来訪者管理オプションをお持ちの場合

→ y と エンターキー
来訪者管理オプションをお持ちでない場合

→ n と エンターキー
「Do you want to enable visitor? (y/n) :」

• 以下のメッセージが表示されたら
ケータリングオプションをお持ちの場合

→ y と エンターキー
ケータリングオプションをお持ちでない場合

→ n と エンターキー
「Do you want to enable catering? 
(y/n) :」

• 「Visitor was ．．．」
の文字が表示されると、コマンドプロンプトが
消え、処理が完了します。



OnTime Admin Center
（OnTime 管理センター）初期設定
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OnTime 管理センター を開く
• インストールが正常に完了していると以下のURLでOnTime

管理センターを開けます。
HOSTNAMEは実際にインストールしたホスト名を指定、ま
たポート8080の指定を必ずつけてください。

• http://HOSTNAME:8080/ontimegcms/admin

• パスワードの変更については以下のFAQをご参照ください。
• https://www3.ontimesuite.jp/change-pw/

ユーザー名 ：admin
パスワード ：＜インストール時に指定したパスワード＞

ユーザー名とパスワードを入力してログインします。
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https://www3.ontimesuite.jp/change-pw/


アクティベーションキーの登録

• アクティベーションキーは以下から入手可能です。
• OnTime 正規販売パートナーからご購入
• OnTime Group Calendar Direct Shop からご購入

https://ontimesuite.jp/pricecalculator/
• OnTime Group Calendar Direct Shop から60日間のトラ

イアルキーの入手
• トライアルキー有効期限はダウンロードした日からの60

日となります。再発行はできませんのでご注意ください。
手順やテスト計画を充分に検討した上でお申し込みく
ださい。
https://ontimesuite.jp/forms/try/

OnTime 管理センターが開いたら
左上の「EDIT LICENSE」をクリックします。
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https://ontimesuite.jp/pricecalculator/
https://ontimesuite.jp/forms/try/


アクティベーションキーの入力

入手したアクティベーションキーをコピーして貼り付けます。

「SAVE」をクリックします。
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サブスクリプションのアクティベーション
Application のSTOPをクリック。

F5やリロードでライセンス表示を確認。
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Application のSTARTをクリック。
Subscription・・・のSTARTをクリック。

Subscription・・・がグリーンであることを確認。



UI を日本語に切り替えます
• OnTime 管理センター の UI は英語と日本語に対応して

います。
• 以後の操作は日本語画面で行います。

• 画面がリロードされ日本語の UI に変更されます。

画面の右上の歯車アイコンをクリックします。

Language の選択を日本語に変更します。

「SAVE」をクリックします。
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引き続き各種設定を行ってください
• 画面がリロードされるとまだ設定していないExchange ドメイ

ンだけが赤色でその他が緑色であればインストールとアクティ
ベーションが完了です。

• 引き続き他の各種設定は「設定マニュアル」に基づいて行っ
てください。

• OnTimeサーバーは証明書を利用したhttps接続を設定で
きます。
なお、OnTime for Teamsを利用する場合は証明書を利
用したhttps接続は必須です。
設定方法は下のリンクからご確認ください。
https://www3.ontimesuite.jp/ssl-cert2/

• 新バージョン毎の主な新しい機能はリリースノートに記載して
います。
https://www3.ontimesuite.jp/category/release/
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https://www3.ontimesuite.jp/ssl-cert2/
https://www3.ontimesuite.jp/category/release/
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